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お し ら せ

福祉活動に取り組む団体に250万円を助成
　～財源はみんなで集めた赤い羽根～

　４月１３日赤い羽根共同募金助成

事業「第３回公募によるボランティ

ア・市民活動応援事業」公開審査会

が行われ、福祉課題に取り組むボ

ランティアや福祉団体、自治会に対

し、総額２,５００,３１５円の助成を

決定しました。

　この事業は、募金の使いみちをより地域住民の皆さんの目に見えるものとし、

地域の方々がこれまで以上に募金運動に参加していただける体制をつくることを

目的に実施しています。
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市民が集めた募金を、市民が有効活用する。

たくさん集まると、活動が増えて広がります。

共同募金は北秋田市を元気にしているんですね。
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◆日　時　平成２４年６月２６日（火）
　　　　　午前１０時～１２時／午後１時～２時３０分

◆会　場　北秋田市地域福祉センター　２階研修室
　　　　　（北秋田市宮前町９－６８）

◆定　員　７組／１日（１組３０分）
◆対　象　北秋田市民　　◆相談料　無料

★受付開始★
平成24年６月４日（月）午前10時より
※定員になり次第締切となりますのでご了承
　下さい。

《お申込み先》
  ・心配ごと相談室　電話６２－６８６８
  ・社会福祉協議会　電話６９－８０２５

月曜日～金曜日  午前１０時～正午まで

＊祝祭日・お盆・年末年始はお休みです

■　月曜日　たかのす(北秋田市地域福祉センター )
■　火曜日　もりよし(もりよし地域福祉センター )
■　水曜日　あ　　に(あ　　に地域福祉センター )
■　木曜日　あいかわ(あいかわ地域福祉センター )
■　金曜日　たかのす(北秋田市地域福祉センター )

電話６２－６８６８

誰かに聞いてもらいたい。
でも誰に話したらいいか・・・。
どんな心配ごとや悩み事でも
わたしたち相談員がじっくりお聞きします。

心配ごと相談員　任期：平成24年4月～26年3月
たかのす
高橋　忠俊
伊藤　倫子
長岐　直介
河田　弘美

鈴木　正幸
奈良吉五郎
金田　功子
三浦　欽一
佐藤　清子

あいかわ もりよし あ に
新林　鶴治
日景真紀子
奥山　京子

安保　正義
伊藤　四郎
梅村　房子
渡部　博
中村　信一
松橋　鉄明

相
談
会
場

一人で悩んでいませんか？　まずはお電話ください。

◆日　時　平成２４年６月１６日（土）
　　　　　１４時～１５時

◆会　場　北秋田市地域福祉センター
　　　　　（北秋田市宮前町９－６８）

◆対　象　児童～高齢者
◆参加費　無料

木元愼一 弁護士による 無料法律相談

グループかぜのうたとお話し♪

★たかのす地域福祉センター　☎６３－２１０９
★あいかわ地域福祉センター　☎７８－３１６６
★もりよし地域福祉センター　☎７２－３４９４
★あ　　に地域福祉センター　☎８２－３３７４

北秋田市社協は「赤ちゃんから高齢者まで」
　　　　　　　　みんなの暮らしを応援します！　

E-mail : kitaakita_shakyo@cyber.ocn.ne.jp
URL : http://www.kitaakita-shakyo.or.jp

社会福祉協議会では　みなさんのご意見・ご質問を
いつでも受付しています。
社協のくわしい情報はホームページでご覧いただけます。　

心配ごと相談所北秋田市

出張講座を行っています

　今年も児童とデイサービスとの交流会が行われ

ます。みなさんも谷京子さんの楽しいおはなしを

聞きに来ませんか？一般の方も大歓迎です。

　介護の実技指導や介護予防、認知症ケア講座

など、ご要望があれば地域の会館などに出向い

て講座を行っています。
　赤い羽根共同募

金の助成事業です

ので費用は一切か

かりません。

　各地域福祉セン

ターまでお気軽に

お申し込み下さい。

　
便利な福祉用具に興味津々…

【お問い合わせ先】
★社会福祉法人 北秋田市社会福祉協議会
　〒018-3312　北秋田市花園町16-1
　　電話 ０１８６－６９－８０２５
　　ＦＡＸ ０１８６－６３－２４６０
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鷹巣児童館
☎63-2436

綴子児童館
☎62-1071

太田児童館
☎62-4405

西児童館
☎62-1922

中央児童館
☎62-2300

□たのしい制作
　６月５日（火）１５：３０～
　父の日に手づくりのプレゼントを
　しよう！
□夏休みおたのしみ会
　７月30日（月）１１：００～
　カレー作りにスイカ割り･･･みんな
　で思いっきり楽しもう

□わんぱく記録会
　６月19日（火）１５：００～
　偶数月に行っています。目を
　閉じて片足立ちできるかな？
□夜までたっぷり児童館
　７月29日（日）１３：３０～
　夏休みの一大イベント！
　夜のおはなし会もあるよ

□みんな大好きクッキング
　６月18日（月）１５：３０～
　牛乳パックを○○して･･･ほかほか
　ドックを野外でつくろう！
□夏休みおたのしみ会
　７月27日（金）１３：３０（予定）
　スイカ割りや花火をして暗くなるま
　で遊んじゃおう！

□わくわく制作「父の日プレゼント」
　６月11日（月）１５：００～
　ありがとうのメッセージを届け
　よう

□夏休みわんぱくチャレンジ児童館
　７月27日（金）１３：００～
　夜の児童館も楽しいよ！

□楽しい制作
　６月15日（金）１５：３０～
　大好きなお父さんへのプレゼン
　トづくり
□楽しいクッキング
　７月27日（金）１０：３０～
　お昼のライオンカレーを作って
　みよう♪

みんな大好き

　　じどうかん
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①住民参加・協働による地域福祉事業の推進
②地域における支え合いの仕組みの構築
③地域に根ざした総合相談・援助体制の確立
④社協会員の加入促進
⑤低所得者層への支援の強化
⑥透明性、中立性、公正さのある運営の確立
⑦業務改善の推進と財政基盤の強化
⑧人材育成と教育システムの確立

今年度の重点目標
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■育児サークル　にこにこクラブ
　毎月楽しい企画をしてみなさんの参加をお待ちしています。
★日　時：６月14日（木）１０：００～１１：３０
　内　容：ママ楽チン♪簡単でカワイイ栄養満点の
　　　　　キャラ弁づくり（講師：前田亜沙美先生）
　参加費：１組３００円
　会　場：太田児童館　◎申込みは6/8まで（定員１０組）

★日　時：７月20日（金）１０：００～１１：３０
　内　容：リズムに合わせて楽しく遊びましょう
　　　　　（講師：杉渕路子先生）
　会　場：もろびこども園　◎申込みは7/13まで（定員１５組）

■育児サークル　のびのびタイム
　親子で気軽に参加できるサークルです。子育て中のみなさん！
　お待ちしてま～す。
　日　時：６月５日（火）・19日（火）
　　　　　７月３日（火）・７月17日（火）
　　　　　１０：００～１１：３０
　会　場：坊沢公民館ホール　◎申込不要です

《行事予定》行事の参加対象は、主に０～４歳までのお子さん
と保護者となります

■お父さん大好き（父の日制作）
　大好きなお父さんに「ありがとう」を届けよう！
　日　時：６月11日（月）１０：００～１６：００
　会　場：わんぱぁく　◎申込不要です

わんぱぁくは、子育てに関する相談、家族同伴で遊

べる「つどいの広場」、一時的にお子さんをお預かり

する「一時預かり保育」、病気のお子さんをお預かり

する「病児・病後児保育」を実施しています。

　また、楽しい行事を毎月企画しており、子育てを頑

張る方のための憩いの場、子育て情報の発信地と

して年中無休で行っています。

　ご利用の詳細については、お気軽にスタッフにおた

ずねください。

北秋田市のパパ、ママを応援するための施設です

★　ひ　ろ　ばこ　ど　も　の

子育てサポートハウス
わんぱぁく ☎６２－５５５７
北秋田市花園町１９－４（北秋田市役所ウラ）

手づくりライオンカレー♪

児童館ってなぁに？
　子どもに健全なあそびを提供して、その心身の健康を増進

し情操を豊かにすることを目的に実施しています。

　自由に利用できる自由来館と、学童保育（登録制）を行って

います。詳しくは各館にお問い合わせください。
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好
様

宮
腰
　
節
子
様
（
材
木
町
）
亡
母
戸
澤
ツ
ル
様

成
田
　
純
一
様
（
今
　
泉
）
亡
父
　
貞
雄
様

相
馬
　
征
一
様
（
大
　
町
）
亡
妻
　
歌
子
様

岩
本
　
正
幸
様
（
岩
　
脇
）
亡
父
二
三
男
様

大
川
　
修
　
様
（
堂
ヶ
岱
）
亡
母
ク
ニ
ヱ
様

工
藤
　
慎
一
様
（
住
吉
町
）
亡
父
　
政
雄
様

三
沢
　
進
　
様
（
大
　
堤
）
亡
義
父
新
蔵
様

花
田
　
隆
一
様
（
脇
　
神
）
亡
母
　
ナ
ツ
様

村
上
　
淳
一
様
（
掛
　
泥
）
亡
母
　
フ
ミ
様

長
岐
　
孝
生
様
（
七
日
市
本
郷
）
亡
母
　
養
子
様

松
尾
　
秀
正
様
（
太
　
田
）
亡
母
　
チ
タ
様

工
藤
　
正
男
様
（
田
　
中
）
亡
母
　
ス
マ
様

櫻
庭
　
直
樹
様
（
蟹
　
沢
）
亡
父
　
竹
夫
様

青
山
　
秀
三
様
（
坊
沢
羽
立
）
亡
母
美
保
子
様

　
《
あ
い
か
わ
受
付
分
》

菅
原
利
三
郎
様
（
松
ヶ
丘
）
亡
妻
　
キ
ミ
様

金
田
　
勝
之
様
（
西
根
田
）
亡
父
　
勝
美
様

三
浦
　
利
正
様
（
三
木
田
）
亡
母
　
キ
ヨ
様

金
田
　
義
明
様
（
西
根
田
）
亡
父
　
栄
蔵
様

米
倉
ス
ヱ
ノ
様
（
上
　
杉
）
亡
母
　
キ
ヱ
様

福
岡
　
正
明
様
（
川
　
井
）
亡
父
　
吉
夫
様

平
川
　
貴
之
様
（
李
　
岱
）
亡
父
　
博
一
様

三
浦
　
正
基
様
（
三
木
田
）
亡
母
　
久
子
様

伊
東
　
信
義
様
（
杉
山
田
）
亡
父
　
八
郎
様

小
林
　
純
蔵
様
（
道
　
城
）
亡
母
　
ト
ク
様

澤
藤
　
智
弘
様
（
木
戸
石
）
亡
父
勇
太
郎
様

　
《
も
り
よ
し
受
付
分
》

秋
元
　
孝
宏
様
（
本
　
城
）
亡
父
　
宏
美
様

森
川
　
良
一
様
（
小
　
又
）
亡
母
　
ミ
ワ
様

嘉
成
　
勝
博
様
（
新
　
町
）
亡
父
千
代
治
様

高
田
　
典
雅
様
（
新
　
町
）
亡
父
　
浩
三
様

鈴
木
　
辰
美
様
（
大
　
町
）
亡
父
鐵
之
助
様

若
松
　
繁
雄
様
（
五
味
堀
）
亡
父
徳
三
郎
様

松
浦
　
武
夫
様
（
巻
　
淵
）
亡
妻
　
エ
ミ
様

奥
山
　
正
栄
様
（
大
　
渕
）
亡
母
　
ツ
ル
様

金
　
　
正
巳
様
（
本
　
丁
）
亡
兄
與
恵
門
様

石
田
　
孝
則
様
（
冷
水
岱
）
亡
父
信
太
郎
様

藤
田
　
勝
藏
様
（
大
　
沢
）
亡
母
　
ス
ヱ
様

土
佐
　
暁
史
様
（
堺
　
田
）
亡
父
　
義
隆
様

　
《
あ
に
受
付
分
》

鈴
木
　
雅
樹
様
（
小
　
渕
）
亡
父
健
次
郎
様

北
川
　
雅
彦
様
（
上
　
岱
）
亡
義
母
柴
田
律
子
様

高
堰
　
利
晴
様
（
戸
鳥
内
）
亡
母
フ
ミ
ヱ
様

鈴
木
　
秀
雄
様
（
幸
屋
渡
）
亡
妻
　
ア
ヱ
様

佐
藤
　
美
幸
様
（
戸
鳥
内
）
亡
父
千
代
美
様

辻
　
　
敏
明
様
（
湯
口
内
）
亡
父
　
良
雄
様

辻
　
　
敏
明
様
（
湯
口
内
）
亡
母
ト
シ
ヱ
様

加
賀
谷
準
夫
様
（
畑
　
町
）
亡
父
　
廣
　
様

大
野
　
廣
志
様
（
小
　
渕
）
亡
母
ナ
ミ
ヱ
様

佐
藤
　
庸
一
様
（
上
新
町
）
亡
母
　
ト
ミ
様

上
杉
八
重
子
様
（
上
新
町
）
亡
夫
　
清
輝
様

佐
藤
　
敏
文
様
（
根
　
子
）
亡
父
　
敏
郎
様

皆様の善意は、地域福祉推進の大き
な力です。ありがとうございます。

平成24年３月１日～平成24年４月30日受付分

善　意善　意

香
典
返
し
寄
付
金

一
般
寄
付
金

　『
寄
付
金
』
は
、
生
活
を
支
え
る
人
の

繋
が
り
と
、
地
域
の
仕
組
み
づ
く
り
の

財
源
と
し
て
大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
◎
相
談
活
動
　
◎
資
金
貸
付
事
業

　
　
◎
情
報
提
供
　
◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
　
な
ど

あ
い
か
わ
受
付

　
　
　
◆
金
森
　
勝
三
様
（
西
根
田
）

も
ろ
び
苑
受
付

　
　
　
◆
松
橋
　
鉄
明
様
（
阿
仁
比
立
内
）

　社会福祉協議会では、これからの福祉を担う
世代に思いやりの心を育むことを目的に、各学
校からの依頼を受け、福祉体験学習のお手伝い
を行っています。
　車いす・疑似体験セットなどの貸出や、要望に
合わせて講師の紹介をしており、内容によっては
社協職員が自ら講師を務める場合もあります。
　福祉体験、内容等についてお気軽にお問い合
わせ下さい。

綴
子
小
学
校
疑
似
体
験
の
様
子

福祉体験学習

　３月２８日、北秋田市社会福祉協議会の理事会及び評議員会が開催され、平成
２４年度事業計画並びに収支予算について審議がなされ、議決されました。基本計画

＊事業計画並びに一般会計予算・事業内容はどなたでも閲覧いただけます。お近くの地域福祉センターまたは、
　ホームページでもご覧いただけます。

平成24年度北秋田市社会福祉協議会収支予算

支出　2,166,737千円収入　2,227,544千円

介護保険収入
　1,729,608

（単位：千円） （単位：千円）

平成24年度北秋田市社会福祉協議会収支予算

　東日本大震災は地震、津波、原発事故に
よる未曾有の被害をもたらし、発生から1年
が経過してなお大きな傷跡を残しています。
　復興に向けては社会福祉協議会が各地にボ
ランティアセンターを設置し、被災者支援を
行うなど住民の立ち上がりの一助を担ってき
ました。この災害を踏まえて、地域の絆づく
りや住民のつながりづくりの大切さが再認識
され、近年、地域の希薄化が懸念される中、
コミュニティのあり方を見直す契機になって
います。
　現在、秋田県の高齢化率は全国一となって
おり、出生率や婚姻率も全国最下位です。県
内でも先行地域である当市においてはその傾
向が一層顕著になっており、地域福祉と社会
福祉協議会の役割の本質が問われている今、
地域の基盤づくりを福祉の側面からどう再形
成していくかを課題に活動を展開していきま
す。
　一人暮らしや高齢世帯夫婦、認知症高齢者
の増加に伴い、地域で孤立しているケースも
増えています。高齢者に限らず、生活面で不
安を抱えている世帯、ひきこもりなどの問題
を抱えながらどこにも相談できずにいるケー

スもあります。援助を拒否しているケースに
こそ問題が集中している実態があり、社会福
祉協議会では、児童・高齢者への虐待や自
殺、孤独死等を防止すべき身近な総合相談窓
口として、適切な情報提供や介護サービス、
きめ細やかな援助活動が提供されるよう努め
ます。
　公的サービスだけでは対応できない制度の
狭間にある生活ニーズをいかに把握し対応し
ていくか、地域資源の点検や住民が持ってい
る力を引き出す仕組みをつくり、専門職や住
民も参加した形で取り組んでいきます。
　介護保険事業においてはこの度介護保険法
が大きく改正され、医療、介護、予防、住ま
い、生活支援サービスが切れ目なく提供され
る「地域包括ケアシステムの構築」を重点目
標とした内容となっています。利用者本位に
たったサービスと利用者の自立支援のため、
一人ひとりに向き合い、心に寄り添うケアの
実践に努めると共に、より一層関係機関との
連携、協働による取り組みが不可欠になって
おります。当法人においても市の第五期介護
保険計画を踏まえ、事業の整備に向けて積極
的な取り組みを進めます。

平成24年度社会福祉法人北秋田市社会福祉協議会事業計画書平成24年度社会福祉法人北秋田市社会福祉協議会事業計画書

利用料収入 1,800
自立支援費等収入 34,465

雑収入 25,039

共同募金配分金収入  9,134

その他収入 10,161
経理区分間繰入金収入 76,001

会費収入  3,676
寄附金収入  7,453
補助金収入 47,556
助成金収入     250

受託金収入 265,414

事業収入  16,987

介護保険収入
　1,729,608

事務費支出 100,093

事業費支出 448,939

助成金支出 3,920
負担金支出 65,034

経理区分間繰入金支出 76,001

固定資産取得支出 10,555
その他支出 2,800

施設療養費減免支出 2,600

人件費支出
　1,456,795



社協だより社協だより 平成24年６月１日　第43号（４）（５）第43号　平成24年６月１日

地　域　の　話　題
ケ ア タ ウ ン

もろび苑あ 　に 

「今年はもう一度編み物をやってみるかなぁ」
長生きの秘訣は『目標を持つこと』のようです。

あ い か わ
～花より歌謡ショー？～

あ い か わ も り よ し

初顔合わせとなった交流会は「近隣地区の
情報交換ができて良かった」と喜ばれました。

～単身世帯交流会初開催～

　もろび苑入居中の天道ハキさんが、４月27日、
百歳（明治45年生）の誕生日を迎えられ、長男
夫婦や他利用者、施設職員が見守る中、市の高
齢福祉課長より百歳の記念品と寿詞をいただき
ました。
　着物姿で出席した天道さんは、しっかりとし
た口調で感謝の言葉を述べ、自らリクエストし
た「月の砂漠」を上手に歌い上げていました。
　現在は車いす生活ですが、自走で施設内の公
衆電話まで行くなど元気に過ごされ、「週1回の
買い物とクラブ活動が楽しみ」と欠かさず足を
運んでいます。もろび苑では百歳を迎えられた
方が２人目となりました。いつまでもお元気で。

～天道さん１００歳を祝う～

　４月８日「だんらんハウスあいかわ」の５周年
を祝う会が行われました。
　当施設は平成19年３月にグループホームと小
規模多機能型居宅介護事業の２つの介護事業所が
併設されて開所し、地域の多くの方々とボラン
ティアのみなさんに支えられてきました。
　当日はコールつくしんぼさんを招いて、昔懐か
しい唄を合唱したり、開設からこれまでの想い出
話に花が咲いていました。
　これからも職員一同、ご利用者さんや地域の
方々にあたたかい「だんらん」のある施設だと
思っていただけるよう取り組んでまいります。

～５年間の感謝とこれから～

『だんらんハウスあいかわ』おかげさまで5周年

『広げようご近所付き合い』
　4月27日北秋田市森吉生活支援ハウスで「森吉地
区・合川地区単身高齢者世帯交流会」を開催しました。
　この事業は、合川地区羽根山自治会より「福祉に役
立てて欲しい」と寄付していただいた餅米の一部を活
用したもので、合川・森吉の一人暮らし高齢者世帯の
方々を対象に、餅づくりなどで交流を深めました。
　参加した55名は４班に分かれ、両地区の民生児童
委員の協力を得ながら「ぼた餅」や「鶏かやき」に挑
戦。昼食交流会にはご寄付いただいた自治会代表の方
をお招きし、チーム対抗ゲームなどを楽しみ賑やかな
一日を過ごしました。

「長持ち唄」に合わせ、花嫁と花婿が登場！
コールつくしんぼの趣向を凝らした演出に利
用者の皆さんは大感激でした。

　ケアタウンたかのすでは、５月１日から５日の
期間桜まつりを開催しました。
　桜の咲く時期に合わせ、館内で毎年行っており、
期間中の５月３日には『岩谷キミ子ショー』を楽
しみました。
　大館出身の岩谷さんは、（財）日本民謡協会内閣
総理大臣賞をはじめ数々の受賞歴があり、たくさ
んのイベントや施設でその歌声を披露されていま
す。この日は懐かしい歌謡曲や民謡に踊りをまじ
えて披露していただき、会場は大いに盛り上がり
ました。

も り よ し

　もりよし地域福祉センターでは、高齢者の介護
予防を目的に毎週金曜、老人憩いの家「寿荘」を
会場にミニデイサービス（金曜くらぶ）を実施し
ています。
　今回はお花見企画ということで、大潟村の生態
系公園まで足を伸ばし、満開の八重桜と菜の花ロ
ードも楽しんできました。
　お昼は持参したお弁当をみんなで食べ、その後
生態系公園ハウス内を見学。色とりどりの国内外
の花が咲き誇る様子に「来て良かったね」と、ほ
ころぶ笑顔がみられました。

ミニデイサービス『金曜くらぶ』

前田地区の高齢者が毎回12～13名参加してい
ます。皆さんも参加してみませんか？

『ケアタウン桜まつり』

～色とりどりの花々に囲まれて～

利用者の皆さんもご存じの名曲ばかりで、
マイクを手に持ち一緒に歌う方や、思わず
握手を求める姿も見られました。

『第5回ケアタウン植樹祭を開催します』

開催日時　平成24年6月８日（金）
　　　　　午前10時～11時30分（小雨決行）
会　　場　ケアタウン敷地内

　毎年皆様のご協力を経て植樹された木々たちはすくすくと育ち、ケアタウンを訪れる
方々の心を和ませてくれています。
　今年もソメイヨシノ（桜）など様々な樹種を地域の皆さんとともに植樹し、花と緑あ
ふれるケアタウンをみんなでつくってゆきたいと考えています。皆さんも参加してみま
せんか？

お問い合わせ：ケアタウンたかのす　電話６０－１２０３
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地　域　の　話　題
ケ ア タ ウ ン

もろび苑あ 　に 

「今年はもう一度編み物をやってみるかなぁ」
長生きの秘訣は『目標を持つこと』のようです。

あ い か わ
～花より歌謡ショー？～

あ い か わ も り よ し

初顔合わせとなった交流会は「近隣地区の
情報交換ができて良かった」と喜ばれました。

～単身世帯交流会初開催～

　もろび苑入居中の天道ハキさんが、４月27日、
百歳（明治45年生）の誕生日を迎えられ、長男
夫婦や他利用者、施設職員が見守る中、市の高
齢福祉課長より百歳の記念品と寿詞をいただき
ました。
　着物姿で出席した天道さんは、しっかりとし
た口調で感謝の言葉を述べ、自らリクエストし
た「月の砂漠」を上手に歌い上げていました。
　現在は車いす生活ですが、自走で施設内の公
衆電話まで行くなど元気に過ごされ、「週1回の
買い物とクラブ活動が楽しみ」と欠かさず足を
運んでいます。もろび苑では百歳を迎えられた
方が２人目となりました。いつまでもお元気で。

～天道さん１００歳を祝う～

　４月８日「だんらんハウスあいかわ」の５周年
を祝う会が行われました。
　当施設は平成19年３月にグループホームと小
規模多機能型居宅介護事業の２つの介護事業所が
併設されて開所し、地域の多くの方々とボラン
ティアのみなさんに支えられてきました。
　当日はコールつくしんぼさんを招いて、昔懐か
しい唄を合唱したり、開設からこれまでの想い出
話に花が咲いていました。
　これからも職員一同、ご利用者さんや地域の
方々にあたたかい「だんらん」のある施設だと
思っていただけるよう取り組んでまいります。

～５年間の感謝とこれから～

『だんらんハウスあいかわ』おかげさまで5周年

『広げようご近所付き合い』
　4月27日北秋田市森吉生活支援ハウスで「森吉地
区・合川地区単身高齢者世帯交流会」を開催しました。
　この事業は、合川地区羽根山自治会より「福祉に役
立てて欲しい」と寄付していただいた餅米の一部を活
用したもので、合川・森吉の一人暮らし高齢者世帯の
方々を対象に、餅づくりなどで交流を深めました。
　参加した55名は４班に分かれ、両地区の民生児童
委員の協力を得ながら「ぼた餅」や「鶏かやき」に挑
戦。昼食交流会にはご寄付いただいた自治会代表の方
をお招きし、チーム対抗ゲームなどを楽しみ賑やかな
一日を過ごしました。

「長持ち唄」に合わせ、花嫁と花婿が登場！
コールつくしんぼの趣向を凝らした演出に利
用者の皆さんは大感激でした。

　ケアタウンたかのすでは、５月１日から５日の
期間桜まつりを開催しました。
　桜の咲く時期に合わせ、館内で毎年行っており、
期間中の５月３日には『岩谷キミ子ショー』を楽
しみました。
　大館出身の岩谷さんは、（財）日本民謡協会内閣
総理大臣賞をはじめ数々の受賞歴があり、たくさ
んのイベントや施設でその歌声を披露されていま
す。この日は懐かしい歌謡曲や民謡に踊りをまじ
えて披露していただき、会場は大いに盛り上がり
ました。

も り よ し

　もりよし地域福祉センターでは、高齢者の介護
予防を目的に毎週金曜、老人憩いの家「寿荘」を
会場にミニデイサービス（金曜くらぶ）を実施し
ています。
　今回はお花見企画ということで、大潟村の生態
系公園まで足を伸ばし、満開の八重桜と菜の花ロ
ードも楽しんできました。
　お昼は持参したお弁当をみんなで食べ、その後
生態系公園ハウス内を見学。色とりどりの国内外
の花が咲き誇る様子に「来て良かったね」と、ほ
ころぶ笑顔がみられました。

ミニデイサービス『金曜くらぶ』

前田地区の高齢者が毎回12～13名参加してい
ます。皆さんも参加してみませんか？

『ケアタウン桜まつり』

～色とりどりの花々に囲まれて～

利用者の皆さんもご存じの名曲ばかりで、
マイクを手に持ち一緒に歌う方や、思わず
握手を求める姿も見られました。

『第5回ケアタウン植樹祭を開催します』

開催日時　平成24年6月８日（金）
　　　　　午前10時～11時30分（小雨決行）
会　　場　ケアタウン敷地内

　毎年皆様のご協力を経て植樹された木々たちはすくすくと育ち、ケアタウンを訪れる
方々の心を和ませてくれています。
　今年もソメイヨシノ（桜）など様々な樹種を地域の皆さんとともに植樹し、花と緑あ
ふれるケアタウンをみんなでつくってゆきたいと考えています。皆さんも参加してみま
せんか？

お問い合わせ：ケアタウンたかのす　電話６０－１２０３
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《
た
か
の
す
受
付
分
》

成
田
　
由
美
様
（
今
　
泉
）
亡
母
　
ソ
ノ
様

板
垣
　
直
人
様
（
太
　
田
）
亡
祖
父
吉
郎
様

木
村
　
一
成
様
（
宮
前
町
）
亡
母
　
宮
子
様

畠
山
　
義
雄
様
（
七
日
市
大
畑
）
亡
父
　
繁
雄
様

宮
野
　
正
広
様
（
綴
子
下
町
）
亡
父
　
昭
雄
様

浅
村
　
武
則
様
（
向
黒
沢
）
亡
父
　
武
男
様

村
上
　
鉄
治
様
（
掛
　
泥
）
亡
母
　
ミ
ネ
様

永
井
　
實
　
様
（
坊
沢
相
善
）
亡
母
ト
ミ
ヱ
様

成
田
　
正
信
様
（
大
　
町
）
亡
父
　
倉
藏
様

成
田
　
憲
　
様
（
舟
見
町
）
亡
父
　
喜
好
様

宮
腰
　
節
子
様
（
材
木
町
）
亡
母
戸
澤
ツ
ル
様

成
田
　
純
一
様
（
今
　
泉
）
亡
父
　
貞
雄
様

相
馬
　
征
一
様
（
大
　
町
）
亡
妻
　
歌
子
様

岩
本
　
正
幸
様
（
岩
　
脇
）
亡
父
二
三
男
様

大
川
　
修
　
様
（
堂
ヶ
岱
）
亡
母
ク
ニ
ヱ
様

工
藤
　
慎
一
様
（
住
吉
町
）
亡
父
　
政
雄
様

三
沢
　
進
　
様
（
大
　
堤
）
亡
義
父
新
蔵
様

花
田
　
隆
一
様
（
脇
　
神
）
亡
母
　
ナ
ツ
様

村
上
　
淳
一
様
（
掛
　
泥
）
亡
母
　
フ
ミ
様

長
岐
　
孝
生
様
（
七
日
市
本
郷
）
亡
母
　
養
子
様

松
尾
　
秀
正
様
（
太
　
田
）
亡
母
　
チ
タ
様

工
藤
　
正
男
様
（
田
　
中
）
亡
母
　
ス
マ
様

櫻
庭
　
直
樹
様
（
蟹
　
沢
）
亡
父
　
竹
夫
様

青
山
　
秀
三
様
（
坊
沢
羽
立
）
亡
母
美
保
子
様

　
《
あ
い
か
わ
受
付
分
》

菅
原
利
三
郎
様
（
松
ヶ
丘
）
亡
妻
　
キ
ミ
様

金
田
　
勝
之
様
（
西
根
田
）
亡
父
　
勝
美
様

三
浦
　
利
正
様
（
三
木
田
）
亡
母
　
キ
ヨ
様

金
田
　
義
明
様
（
西
根
田
）
亡
父
　
栄
蔵
様

米
倉
ス
ヱ
ノ
様
（
上
　
杉
）
亡
母
　
キ
ヱ
様

福
岡
　
正
明
様
（
川
　
井
）
亡
父
　
吉
夫
様

平
川
　
貴
之
様
（
李
　
岱
）
亡
父
　
博
一
様

三
浦
　
正
基
様
（
三
木
田
）
亡
母
　
久
子
様

伊
東
　
信
義
様
（
杉
山
田
）
亡
父
　
八
郎
様

小
林
　
純
蔵
様
（
道
　
城
）
亡
母
　
ト
ク
様

澤
藤
　
智
弘
様
（
木
戸
石
）
亡
父
勇
太
郎
様

　
《
も
り
よ
し
受
付
分
》

秋
元
　
孝
宏
様
（
本
　
城
）
亡
父
　
宏
美
様

森
川
　
良
一
様
（
小
　
又
）
亡
母
　
ミ
ワ
様

嘉
成
　
勝
博
様
（
新
　
町
）
亡
父
千
代
治
様

高
田
　
典
雅
様
（
新
　
町
）
亡
父
　
浩
三
様

鈴
木
　
辰
美
様
（
大
　
町
）
亡
父
鐵
之
助
様

若
松
　
繁
雄
様
（
五
味
堀
）
亡
父
徳
三
郎
様

松
浦
　
武
夫
様
（
巻
　
淵
）
亡
妻
　
エ
ミ
様

奥
山
　
正
栄
様
（
大
　
渕
）
亡
母
　
ツ
ル
様

金
　
　
正
巳
様
（
本
　
丁
）
亡
兄
與
恵
門
様

石
田
　
孝
則
様
（
冷
水
岱
）
亡
父
信
太
郎
様

藤
田
　
勝
藏
様
（
大
　
沢
）
亡
母
　
ス
ヱ
様

土
佐
　
暁
史
様
（
堺
　
田
）
亡
父
　
義
隆
様

　
《
あ
に
受
付
分
》

鈴
木
　
雅
樹
様
（
小
　
渕
）
亡
父
健
次
郎
様

北
川
　
雅
彦
様
（
上
　
岱
）
亡
義
母
柴
田
律
子
様

高
堰
　
利
晴
様
（
戸
鳥
内
）
亡
母
フ
ミ
ヱ
様

鈴
木
　
秀
雄
様
（
幸
屋
渡
）
亡
妻
　
ア
ヱ
様

佐
藤
　
美
幸
様
（
戸
鳥
内
）
亡
父
千
代
美
様

辻
　
　
敏
明
様
（
湯
口
内
）
亡
父
　
良
雄
様

辻
　
　
敏
明
様
（
湯
口
内
）
亡
母
ト
シ
ヱ
様

加
賀
谷
準
夫
様
（
畑
　
町
）
亡
父
　
廣
　
様

大
野
　
廣
志
様
（
小
　
渕
）
亡
母
ナ
ミ
ヱ
様

佐
藤
　
庸
一
様
（
上
新
町
）
亡
母
　
ト
ミ
様

上
杉
八
重
子
様
（
上
新
町
）
亡
夫
　
清
輝
様

佐
藤
　
敏
文
様
（
根
　
子
）
亡
父
　
敏
郎
様

皆様の善意は、地域福祉推進の大き
な力です。ありがとうございます。

平成24年３月１日～平成24年４月30日受付分

善　意善　意

香
典
返
し
寄
付
金

一
般
寄
付
金

　『
寄
付
金
』
は
、
生
活
を
支
え
る
人
の

繋
が
り
と
、
地
域
の
仕
組
み
づ
く
り
の

財
源
と
し
て
大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
◎
相
談
活
動
　
◎
資
金
貸
付
事
業

　
　
◎
情
報
提
供
　
◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
　
な
ど

あ
い
か
わ
受
付

　
　
　
◆
金
森
　
勝
三
様
（
西
根
田
）

も
ろ
び
苑
受
付

　
　
　
◆
松
橋
　
鉄
明
様
（
阿
仁
比
立
内
）

　社会福祉協議会では、これからの福祉を担う
世代に思いやりの心を育むことを目的に、各学
校からの依頼を受け、福祉体験学習のお手伝い
を行っています。
　車いす・疑似体験セットなどの貸出や、要望に
合わせて講師の紹介をしており、内容によっては
社協職員が自ら講師を務める場合もあります。
　福祉体験、内容等についてお気軽にお問い合
わせ下さい。

綴
子
小
学
校
疑
似
体
験
の
様
子

福祉体験学習

　３月２８日、北秋田市社会福祉協議会の理事会及び評議員会が開催され、平成
２４年度事業計画並びに収支予算について審議がなされ、議決されました。基本計画

＊事業計画並びに一般会計予算・事業内容はどなたでも閲覧いただけます。お近くの地域福祉センターまたは、
　ホームページでもご覧いただけます。

平成24年度北秋田市社会福祉協議会収支予算

支出　2,166,737千円収入　2,227,544千円

介護保険収入
　1,729,608

（単位：千円） （単位：千円）

平成24年度北秋田市社会福祉協議会収支予算

　東日本大震災は地震、津波、原発事故に
よる未曾有の被害をもたらし、発生から1年
が経過してなお大きな傷跡を残しています。
　復興に向けては社会福祉協議会が各地にボ
ランティアセンターを設置し、被災者支援を
行うなど住民の立ち上がりの一助を担ってき
ました。この災害を踏まえて、地域の絆づく
りや住民のつながりづくりの大切さが再認識
され、近年、地域の希薄化が懸念される中、
コミュニティのあり方を見直す契機になって
います。
　現在、秋田県の高齢化率は全国一となって
おり、出生率や婚姻率も全国最下位です。県
内でも先行地域である当市においてはその傾
向が一層顕著になっており、地域福祉と社会
福祉協議会の役割の本質が問われている今、
地域の基盤づくりを福祉の側面からどう再形
成していくかを課題に活動を展開していきま
す。
　一人暮らしや高齢世帯夫婦、認知症高齢者
の増加に伴い、地域で孤立しているケースも
増えています。高齢者に限らず、生活面で不
安を抱えている世帯、ひきこもりなどの問題
を抱えながらどこにも相談できずにいるケー

スもあります。援助を拒否しているケースに
こそ問題が集中している実態があり、社会福
祉協議会では、児童・高齢者への虐待や自
殺、孤独死等を防止すべき身近な総合相談窓
口として、適切な情報提供や介護サービス、
きめ細やかな援助活動が提供されるよう努め
ます。
　公的サービスだけでは対応できない制度の
狭間にある生活ニーズをいかに把握し対応し
ていくか、地域資源の点検や住民が持ってい
る力を引き出す仕組みをつくり、専門職や住
民も参加した形で取り組んでいきます。
　介護保険事業においてはこの度介護保険法
が大きく改正され、医療、介護、予防、住ま
い、生活支援サービスが切れ目なく提供され
る「地域包括ケアシステムの構築」を重点目
標とした内容となっています。利用者本位に
たったサービスと利用者の自立支援のため、
一人ひとりに向き合い、心に寄り添うケアの
実践に努めると共に、より一層関係機関との
連携、協働による取り組みが不可欠になって
おります。当法人においても市の第五期介護
保険計画を踏まえ、事業の整備に向けて積極
的な取り組みを進めます。

平成24年度社会福祉法人北秋田市社会福祉協議会事業計画書平成24年度社会福祉法人北秋田市社会福祉協議会事業計画書

利用料収入 1,800
自立支援費等収入 34,465

雑収入 25,039

共同募金配分金収入  9,134

その他収入 10,161
経理区分間繰入金収入 76,001

会費収入  3,676
寄附金収入  7,453
補助金収入 47,556
助成金収入     250

受託金収入 265,414

事業収入  16,987

介護保険収入
　1,729,608

事務費支出 100,093

事業費支出 448,939

助成金支出 3,920
負担金支出 65,034

経理区分間繰入金支出 76,001

固定資産取得支出 10,555
その他支出 2,800

施設療養費減免支出 2,600

人件費支出
　1,456,795
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鷹巣児童館
☎63-2436

綴子児童館
☎62-1071

太田児童館
☎62-4405

西児童館
☎62-1922

中央児童館
☎62-2300

□たのしい制作
　６月５日（火）１５：３０～
　父の日に手づくりのプレゼントを
　しよう！
□夏休みおたのしみ会
　７月30日（月）１１：００～
　カレー作りにスイカ割り･･･みんな
　で思いっきり楽しもう

□わんぱく記録会
　６月19日（火）１５：００～
　偶数月に行っています。目を
　閉じて片足立ちできるかな？
□夜までたっぷり児童館
　７月29日（日）１３：３０～
　夏休みの一大イベント！
　夜のおはなし会もあるよ

□みんな大好きクッキング
　６月18日（月）１５：３０～
　牛乳パックを○○して･･･ほかほか
　ドックを野外でつくろう！
□夏休みおたのしみ会
　７月27日（金）１３：３０（予定）
　スイカ割りや花火をして暗くなるま
　で遊んじゃおう！

□わくわく制作「父の日プレゼント」
　６月11日（月）１５：００～
　ありがとうのメッセージを届け
　よう

□夏休みわんぱくチャレンジ児童館
　７月27日（金）１３：００～
　夜の児童館も楽しいよ！

□楽しい制作
　６月15日（金）１５：３０～
　大好きなお父さんへのプレゼン
　トづくり
□楽しいクッキング
　７月27日（金）１０：３０～
　お昼のライオンカレーを作って
　みよう♪

みんな大好き

　　じどうかん

社
会
福
祉
法
人

北
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　  

会
長
　
髙 

坂
　
祐 

司

新
年
度
を
迎
え
て

①住民参加・協働による地域福祉事業の推進
②地域における支え合いの仕組みの構築
③地域に根ざした総合相談・援助体制の確立
④社協会員の加入促進
⑤低所得者層への支援の強化
⑥透明性、中立性、公正さのある運営の確立
⑦業務改善の推進と財政基盤の強化
⑧人材育成と教育システムの確立

今年度の重点目標

　
初
夏
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
中
は
多
く
の
皆
様
よ
り

地
域
福
祉
推
進
に
ご
尽
力
を
賜

り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
日
本
は
東
日
本
大
震

災
以
後
、
加
速
度
を
増
し
て
変

化
す
る
社
会
問
題
に
対
応
す
べ

く
構
造
改
革
す
る
必
要
性
が
急

追
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
北
秋
田
市
は
社
会
変

化
の
核
、
少
子
高
齢
化
は
全
国

的
に
最
先
端
の
先
行
地
域
、
対

応
策
は
モ
デ
ル
も
参
考
事
例
も

な
い
未
知
の
世
界
を
開
拓
す
る

心
構
え
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　
５
年
後
、
10
年
後
の
北
秋
田

市
の
福
祉
力
を
高
め
る
た
め
に

は
、
何
を
志
す
べ
き
か
模
索
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
経
済
評
論
家
の
内
橋
克
人
氏

は
、
未
曾
有
の
大
震
災
に
進
む

べ
き
再
生
の
道
は
、
い
ず
れ
も

人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
「
基
本
的

生
存
権
」
は
「
衣
食
住
」
で
あ

り
、
今
後
は
「
食
糧
、
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
介
護
ケ
ア
」
の
自

給
圏
を
め
ざ
す
べ
き
だ
と
云
っ

て
い
ま
す
。

　
介
護
ケ
ア
と
は
介
護
保
険
事

業
と
地
域
福
祉
事
業
が
融
合
さ

れ
確
立
さ
れ
た
福
祉
力
と
思
い

ま
す
。

　
特
に
地
域
福
祉
は
３
・
11
以

後
、
絆
社
会
の
再
生
が
不
可
欠

と
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
社
協
は

地
域
福
祉
活
動
を
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
唯
一
の
福
祉
法

人
組
織
と
し
て
、
積
極
的
に
ケ

ア
の
自
給
圏
を
創
造
す
る
責
任

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
日
本
の
福
祉
政
策

は
財
政
が
厳
し
い
中
で
地
方
分

権
を
推
進
さ
せ
、
や
が
て
地
方

の
福
祉
力
競
争
時
代
を
迎
え
る

と
予
想
さ
れ
、
そ
の
対
応
を
検

討
す
る
時
期
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
福
祉
業
界
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
理
論
で
分
析
す
る
と
、
成
長

期
か
ら
成
熟
期
と
な
り
、
事
業

　
私
た
ち
社
協
は
毎
年
全
職
員

に
よ
る
全
戸
訪
問
活
動
、
北
秋

田
警
察
署
と
覚
書
を
交
わ
し
た

見
守
り
活
動
、
２
％
ク
ラ
ブ
な

ど
を
引
き
続
き
推
進
し
て
、
非

常
時
の
「
想
定
外
」
が
発
生
し

な
い
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
社
協
本
来
の
各
種
の

福
祉
活
動
を
通
し
て
地
域
の
安

全
安
心
の
下
支
え
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
当
社
協
は
何
と
か
永
続
性
を

推
進
す
る
基
礎
は
確
保
さ
れ
ま

し
た
。
厳
し
く
な
る
財
源
確
保

の
た
め
に
は
業
務
改
善
に
努
め

ま
す
。

　
今
期
は
「
地
域
福
祉
元
年
」

と
位
置
づ
け
、
地
域
福
祉
事
業

を
積
極
的
に
充
実
さ
せ
、
全
市

民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て

生
活
す
る
町
、
高
齢
者
の
皆
様

が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
心
よ
り
念
じ
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

者
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
問

わ
れ
る
競
争
期
の
直
前
に
い
ま

す
。
従
っ
て
、
社
協
は
利
用
者

の
目
線
で
常
に
行
動
、
ケ
ア
の

質
向
上
に
努
め
「
入
を
計
り
」

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

「
出
ぜ
る
を
制
し
」
業
務
改
善

を
進
め
ま
す
。

　
目
標
は
市
の
福
祉
力
を
支
え

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
介

護
保
険
事
業
の
拡
大
充
実
と
地

域
福
祉
事
業
の
推
進
を
図
り
、

絆
社
会
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
に

着
眼
大
局
、
着
手
小
局
で
努
力

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
経
済
不
安
や
天
変
地

異
か
ら
新
し
い
福
祉
ニ
ー
ズ
が

拡
大
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

と
き
に
「
全
社
協
福
祉
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
１
１
」
が
発
表
さ

れ
、
社
協
は
社
会
福
祉
シ
ス
テ

ム
の
対
応
の
限
界
と
再
構
築
の

た
め
に
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
と
財
源
確
保
の
上
、
地

域
の
実
情
を
把
握
し
、
先
駆
性

を
も
っ
て
地
域
福
祉
事
業
の
開

発
や
改
善
に
努
め
る
べ
き
と
提

言
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
指
す
福

祉
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

市
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
治
会
・
町
内

会
、
市
民
の
皆
様
と
共
働
で
す

す
め
、
地
域
の
公
私
の
力
を
活

か
す
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て

下
働
き
の
役
を
果
た
す
べ
く
示

唆
さ
れ
ま
し
た
。

■育児サークル　にこにこクラブ
　毎月楽しい企画をしてみなさんの参加をお待ちしています。
★日　時：６月14日（木）１０：００～１１：３０
　内　容：ママ楽チン♪簡単でカワイイ栄養満点の
　　　　　キャラ弁づくり（講師：前田亜沙美先生）
　参加費：１組３００円
　会　場：太田児童館　◎申込みは6/8まで（定員１０組）

★日　時：７月20日（金）１０：００～１１：３０
　内　容：リズムに合わせて楽しく遊びましょう
　　　　　（講師：杉渕路子先生）
　会　場：もろびこども園　◎申込みは7/13まで（定員１５組）

■育児サークル　のびのびタイム
　親子で気軽に参加できるサークルです。子育て中のみなさん！
　お待ちしてま～す。
　日　時：６月５日（火）・19日（火）
　　　　　７月３日（火）・７月17日（火）
　　　　　１０：００～１１：３０
　会　場：坊沢公民館ホール　◎申込不要です

《行事予定》行事の参加対象は、主に０～４歳までのお子さん
と保護者となります

■お父さん大好き（父の日制作）
　大好きなお父さんに「ありがとう」を届けよう！
　日　時：６月11日（月）１０：００～１６：００
　会　場：わんぱぁく　◎申込不要です

わんぱぁくは、子育てに関する相談、家族同伴で遊

べる「つどいの広場」、一時的にお子さんをお預かり

する「一時預かり保育」、病気のお子さんをお預かり

する「病児・病後児保育」を実施しています。

　また、楽しい行事を毎月企画しており、子育てを頑

張る方のための憩いの場、子育て情報の発信地と

して年中無休で行っています。

　ご利用の詳細については、お気軽にスタッフにおた

ずねください。

北秋田市のパパ、ママを応援するための施設です

★　ひ　ろ　ばこ　ど　も　の

子育てサポートハウス
わんぱぁく ☎６２－５５５７
北秋田市花園町１９－４（北秋田市役所ウラ）

手づくりライオンカレー♪

児童館ってなぁに？
　子どもに健全なあそびを提供して、その心身の健康を増進

し情操を豊かにすることを目的に実施しています。

　自由に利用できる自由来館と、学童保育（登録制）を行って

います。詳しくは各館にお問い合わせください。
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お し ら せ

福祉活動に取り組む団体に250万円を助成
　～財源はみんなで集めた赤い羽根～

　４月１３日赤い羽根共同募金助成

事業「第３回公募によるボランティ

ア・市民活動応援事業」公開審査会

が行われ、福祉課題に取り組むボ

ランティアや福祉団体、自治会に対

し、総額２,５００,３１５円の助成を

決定しました。

　この事業は、募金の使いみちをより地域住民の皆さんの目に見えるものとし、

地域の方々がこれまで以上に募金運動に参加していただける体制をつくることを

目的に実施しています。

や
さ
し
さ
循
環

　
　
き
た
あ
き
た

38
団
体
が
活
動
を

　
　
　
熱
心
に
ア
ピ
ー
ル

市民が集めた募金を、市民が有効活用する。

たくさん集まると、活動が増えて広がります。

共同募金は北秋田市を元気にしているんですね。

使
い
み
ち
に
つ
い
て
慎
重
に

　
　
　
　
審
査
さ
れ
ま
し
た

◆日　時　平成２４年６月２６日（火）
　　　　　午前１０時～１２時／午後１時～２時３０分

◆会　場　北秋田市地域福祉センター　２階研修室
　　　　　（北秋田市宮前町９－６８）

◆定　員　７組／１日（１組３０分）
◆対　象　北秋田市民　　◆相談料　無料

★受付開始★
平成24年６月４日（月）午前10時より
※定員になり次第締切となりますのでご了承
　下さい。

《お申込み先》
  ・心配ごと相談室　電話６２－６８６８
  ・社会福祉協議会　電話６９－８０２５

月曜日～金曜日  午前１０時～正午まで

＊祝祭日・お盆・年末年始はお休みです

■　月曜日　たかのす(北秋田市地域福祉センター )
■　火曜日　もりよし(もりよし地域福祉センター )
■　水曜日　あ　　に(あ　　に地域福祉センター )
■　木曜日　あいかわ(あいかわ地域福祉センター )
■　金曜日　たかのす(北秋田市地域福祉センター )

電話６２－６８６８

誰かに聞いてもらいたい。
でも誰に話したらいいか・・・。
どんな心配ごとや悩み事でも
わたしたち相談員がじっくりお聞きします。

心配ごと相談員　任期：平成24年4月～26年3月
たかのす
高橋　忠俊
伊藤　倫子
長岐　直介
河田　弘美

鈴木　正幸
奈良吉五郎
金田　功子
三浦　欽一
佐藤　清子

あいかわ もりよし あ に
新林　鶴治
日景真紀子
奥山　京子

安保　正義
伊藤　四郎
梅村　房子
渡部　博
中村　信一
松橋　鉄明

相
談
会
場

一人で悩んでいませんか？　まずはお電話ください。

◆日　時　平成２４年６月１６日（土）
　　　　　１４時～１５時

◆会　場　北秋田市地域福祉センター
　　　　　（北秋田市宮前町９－６８）

◆対　象　児童～高齢者
◆参加費　無料

木元愼一 弁護士による 無料法律相談

グループかぜのうたとお話し♪

★たかのす地域福祉センター　☎６３－２１０９
★あいかわ地域福祉センター　☎７８－３１６６
★もりよし地域福祉センター　☎７２－３４９４
★あ　　に地域福祉センター　☎８２－３３７４

北秋田市社協は「赤ちゃんから高齢者まで」
　　　　　　　　みんなの暮らしを応援します！　

E-mail : kitaakita_shakyo@cyber.ocn.ne.jp
URL : http://www.kitaakita-shakyo.or.jp

社会福祉協議会では　みなさんのご意見・ご質問を
いつでも受付しています。
社協のくわしい情報はホームページでご覧いただけます。　

心配ごと相談所北秋田市

出張講座を行っています

　今年も児童とデイサービスとの交流会が行われ

ます。みなさんも谷京子さんの楽しいおはなしを

聞きに来ませんか？一般の方も大歓迎です。

　介護の実技指導や介護予防、認知症ケア講座

など、ご要望があれば地域の会館などに出向い

て講座を行っています。
　赤い羽根共同募

金の助成事業です

ので費用は一切か

かりません。

　各地域福祉セン

ターまでお気軽に

お申し込み下さい。

　
便利な福祉用具に興味津々…

【お問い合わせ先】
★社会福祉法人 北秋田市社会福祉協議会
　〒018-3312　北秋田市花園町16-1
　　電話 ０１８６－６９－８０２５
　　ＦＡＸ ０１８６－６３－２４６０


